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子どもたちにとって、楽しい夏休みが始まります。夏休み中の子どもたちの生活はご家庭が中心となりますので、

下記事項にご留意の上、ご指導いただきますようお願いいたします。 

今年の夏休みの期間は、７月１９日（土）～８月２６日（火）となります。暑い日が続きますので、健康で安全

な生活が保てるように特にご留意いただき、子どもたちが自主的に「夏休みの計画」を立て、進んで実践できます

ようご配慮ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏季休業中の連絡先】 

 

 

 

 

休み中に事故などの大きな出来事がありましたら、学校までお知らせください。 

・さいたま市立三室小学校：０４８－８７４－１２０７（電話受付時間：平日８：３０～１７：００） 

・８／１２（火）～１５（金）、１８（月）学校閉庁日はこちらへ↓ 

  さいたま市教育委員会事務局管理部総務課：０４８－８２９－１６２３ 

夏  休  み  の  く  ら  し 

②自主的・計画的な態度を身に付ける 

○期間中は、子どもたちが自分で計画を立て、実行していくのに最もよい機会です。さまざまな

計画や実践に対して、よい相談相手になってください。 

⑥いろいろな事故や事件、トラブルから子どもを守る 

○交通事故、水による事故、誘惑による被害などを受けないように、くれぐれもご注意ください。

被害にあいそうになったら ｢子どもひなん所１１０番の家｣等へ避難するようご指導をお願い

いたします。不審者に遭遇した場合などは、直ちに警察へ通報をお願いします。その後、学校

へも連絡をお願いします。 

○交通事故防止について、特に、自転車に乗るときはヘルメットを被り、飛び出しや急な方向転

換等を行わないこと、交差点や見通しの悪い場所では一旦止まり、左右の安全を確認すること、

信号が青の時でも左右の安全を確認してから必ず横断歩道を横断すること等を、ご家庭でもご

指導ください。 

○ローラースケート・キックスケーター・スケートボード等は、使ってもよい場所で安全に乗る

ようにご指導ください。また、道路や駐車場では遊ばないように、あわせてご指導ください。 

○学校の校庭で遊ぶ場合は、自転車はピロティに並べて置くようにお声がけください。また、校

庭での飲食は、水分補給のみ可となっています。 

○公園で遊ぶ時には、ボール遊びをしてよい場所なのか、周りの住宅等へ迷惑になっていないか

など、公園の使い方に関するルールやマナーを、具体的にご指導をお願いいたします。 

○携帯電話やスマートフォン、タブレットを使った SNS等でのトラブル（誹謗中傷、クレジット

カードからの課金、出会い系等）が増えています。ご家庭の判断においてお子さんに使用させ

る場合は、必ず使い方のルールやマナーを決め、ご家庭で管理・見守りをしてください。 

① 健康に気を付ける 

○夏休みは、子どもたちにとって休養期間であり、心身を鍛える期間でもありますので、疾病な

どの治療や健康の保持増進に努めるように、実情に即してご指導ください。 

○食中毒や暴飲暴食などに気を付けるとともに、早寝早起きなど規則正しい生活ができるように

ご指導をお願いいたします。 

③自然に親しむ 

○夏休みは自然に親しみ、自然を観察するよい時期です。継続的な観察・飼育・栽培などができ

るよう、ご協力ください。 

④よい個性を伸ばす 

○子どもたちの興味関心を尊重して、読む・書く（描く）・作る・歌う・調べるなどの学習面は

もちろん、生活面におけるよい特性も認め、それを伸ばすようにご協力ください。 

⑤家庭の仕事に進んで取り組む 

○家族の一員としての仕事に進んで取り組めるよう、ご家庭でもお声がけください。。 
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早
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くるま
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おお
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ところ
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た に ん

の敷地
し き ち

で遊
あそ
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こ
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か
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み
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や駐
ちゅう

車場
しゃじょう

などでは遊
あそ

びません。ローラースケート・キックスケーター・スケートボードなどは、使
つか

っ

てもよい場所
ば し ょ

で安全
あんぜん

に乗
の

るようにしましょう。 

④ 日中
にっちゅう

は仕事中
しごとちゅう

の 車
くるま

が多
おお

く走
はし

っているので気
き

をつけましょう。 

⑤ 自転車
じてんしゃ
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の  

るときは、ヘルメットを必
かなら

ず被
かぶ

り、飛
と

び出
だ

しや急
きゅう

な方向
ほうこう
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てんけん

してから乗
の  
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① プールなどへは、子
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お と な
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などでの水遊
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をつけよう 
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し  
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には絶対
ぜったい
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ひとどお
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まわ
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あそ

びはしないようにしましょう。 
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し  
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⑤ 決
き

められた時刻
じ こ く

までに、家
いえ

に帰
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りましょう。（防災
ぼうさい

無線
む せ ん

の放送
ほうそう

が目安
め や す

です。） 


